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連連  合合  会会  だだ  よよ  りり  

発行責任者 

郡山市私立幼稚園・認定こども園連合会 

会 長 平栗 裕治 

事務局 みらい幼稚園 

各園の皆様には、7 月 5 日に開催された第 2 回定例会並びに幼児教育懇談会にご出席をいただ

き誠にありがとうございました。 

 

  第 2 回定例会について 

                                                        

(進行 中野光一庶務) 

１ 開会のことば   阿部光浩副会長 

２ 会長あいさつ   平栗裕治 会長 

皆様におかれましては、各種行事や保育料無償化の準備等でお忙しいことと思います。幼

児教育を取り巻く環境は大きく変化しておりますが、一番大切なことは将来を担う郡山の子

ども達をしっかりと育てることです。皆さんのご協力の下に全力で幼児教育の充実に取り組

んでいきたいと思いますので宜しくお願い致します と挨拶がありました。 

３ 議長選出 

柴宮幼稚園 木村 隆 園長  安積幼稚園 安藤 重之 園長 

４ 報告・連絡事項 

（1） 幼児教育センターから 

 安斉悦子センター長から、資料により発達支援に係る研修会を 6 月 24 日に開催した

が、10 月 23 日、12 月 23 日にも開催する予定であること、今後の予定として、8 月 2

日に園長主任研修会、8 月 8 日には「一日実技研修会」を開催すること等について説

明がありました。 

（2） 教職員安全管理講習会について 

 渡部栄城安全管理委員長から資料により説明、8 月 5 日に安積総合学習センターで

開催予定であり、午後の部の日程も決まり各園に申込書送付済みです。 

（3） その他 

① 阿部副会長から、川崎市で発生した児童らの殺傷事件を受けて実施されてきた郡山警

察署等による登下校の児童見守りについて、本日（7 月 5 日）をもって終了すると郡

山警察署から連絡があった旨報告がありました。 

② 事務局長から、ＴＵＦのイベント等のチラシ配布について説明がありました。 

 

５ 協議事項 

（1） 「リクルートフェアー」について 

 阿部光浩副会長から下記について説明がありました。 

 



 

・日時 7 月 27 日（土） 11：00～15：00 

・会場 うすい百貨店 6 階 特設会場 

・対象 県内外の幼稚園教諭・保育士養成校の学生、高校生、中学生、一般 

・各園紹介パネル展示 7 月 24 日（水）～27 日（土）まで 

※こどもがまんなかフェスティバルで使用した各園の紹介パネルを展示（無料） 

※詳細は別途通知 

（2） 令和 2 年度の園児募集について 

 事務局長から、9 月 10 日（火）から資料配布、10 月 1 日（火）から願書受付となる

こと、「広報こおりやま 9 月号」に掲載されることについて説明がありました。 

 6 その他 

    会長から、本年 10 月からの無償化について、保育所は 4 月 1 日の時点で満 3 歳に達した

子どものみが対象であるが、幼稚園と認定こども園（1 号認定）の園児は、4 月 1 日時点で

は 2 歳であっても、4 月以降に満 3 歳に達した日から該当するため、連合会のホームページ

やタウン誌、新聞等によりできるだけ広くＰＲしたいと話がありました。 

7 閉会のことば   平栗光弘副会長 

  

幼児教育懇談会について   

    定例会終了後 17：00 から品川萬里市長、国分義之こども部長を来賓にお迎えして「幼児

教育懇談会」が開催されました。 

    品川市長からは、「郡山市のこども施策」について講演をいただきました。 

    講演は、少子高齢化の様々な問題について、従来の固定観念に基づく視点ではなく、例

えば高卒者の就職の例では、就職難の時代は中小企業団体などに採用について毎年要望し

ているが、今は全く逆の現象で求人難が続いており、企業の側から学校や生徒に就職をお

願いしなければならない状況であることや、保育所等において有資格でなければ何もでき

ないという発想から、例えば、一定の研修を受けた元気な高齢者には無資格でもできる部

分を担当してもらうことなど、認識を根底から変える必要があるとの内容でした。 

    市長講演に引き続き、松田信三こども育成課長から郡山市で先駆的に取り組んでいる「Ｒ

ＰＡ-ＡＩ連携システム」について説明がありました。 

内容は、保育所入所判定業務を従来よりも 7 日間短縮できることのみならず、年間では

約 1,700 時間の業務時間の削減が可能になること等から、事務作業に追われるのではなく、

保育所のこどもにとって最も重要な保育時間の確保に充てたいということでした。 

    市長講演終了時の質疑において、山口仁振興対策委員長から「無償化については、是非

現物給付にしていただきたいがどのような方針でしょうか。」と質問、松田課長から「現物

給付の方向で進めています。」と回答がありました。 

また、首藤厚子広報委員長から、「無償化に伴い各園では煩雑な事務が予想されるが、Ａ

Ｉの導入等により手続きの簡略化を是非お願いできないでしょうか。」と質問、国分義之こ

ども部長、中野賢一こども育成課保育認定係長から、可能な限り簡略化したいとの話があ

りました。 

    ※当日郡山市から配布された資料を mail に添付します。 

                                                                                 


